
タイワンザル（Macaca cyclopis） 

１. 評価ランク：

２. 原産地: 台湾 

３. 定着実績： 青森県下北半島、伊豆大島、和歌山県北部などに定着 

４. 評価の理由

・ ニホンザルが生息可能な環境では本種も生息が可能であり、すでに和歌山

県及び青森県でニホンザルとの交雑が確認されており、遺伝的かく乱によ

り在来の生態系に被害を及ぼすおそれがある。 

・ 一部地域では被害対策として捕獲等が進められている。 

５. 被害の状況（代表的な事例）

（１）生態系に係わる被害 

 和歌山県等で確認されたように、自然状態でニホンザルと容易に交雑し、雑種も稔

性を持つため、ニホンザルの遺伝子汚染が指摘されている（文献①③⑥）。 

（２）農林水産業に係わる被害 

  果実、畑作物への農業被害報告されている（文献⑦）。 

６．影響をもたらしている要因 

（１）生物学的要因 

 ニホンザルが生息可能な環境には本種も生息が可能である。 

 増加率は高くないが、比較的長寿命で、安定した繁殖を行っている。 

 すでにニホンザルとの雑種が形成されている。 

 手先が器用であり、飼育施設からの逃亡を起こしやすいことが懸念される。 

（２）社会的要因 

 群れを飼育している展示施設等がかなりあるものと推測され、逃亡や遺棄が起こる

可能性がある。 

７．特徴ならびに近縁種、類似種などについて 

 頭胴長 40～54cm、尾長 頭胴長の 7割程度、体重が 6～10kg 程度。 

８．その他の関連情報 
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 天然記念物下北半島のニホンザルとの交雑を防ぐために、青森県では 68 頭のタイ

ワンザルがすべて捕獲された。和歌山県でも捕獲が継続されている。 

 捕獲に関しては動物愛護の観点から議論が起きている。 

 日本霊長類学会が交雑群の除去、対策の強化を関係県知事に要望している。 
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